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国内外の展示会で自社の技術や製品をアピール。
日東精工は「情報発信力」を強化していきます

日東精工にはナンバーワンやオンリーワンの製品や技術がたくさんあります。
当社の強みを多くの方に理解していただくためにこれらを「正しく伝える」ことも大切です。
今号のニュースレターは「情報発信」について掘り下げていきます。

　いくら良い技術や良い製品があっても、それをお
客様にお届けしサポートする体制がなければ、宝の
持ち腐れになってしまいます。会社にとって技術・
開発と販売・営業は両輪といえるでしょう。そして
そのふたつをサポートするのがマーケティング、広
報・IRを含めた「情報発信」です。従来のお客様
には「顧客満足度120％」を目指し、きめの細かい
対応をしっかりしていく一方で、新しいニーズや需
要をつかみ、新規顧客を獲得することも大切です。
　当社は車や家電、あるいは食品メーカーなどと違
いエンドユーザー（消費者）向けビジネスではない
ので、いわゆるテレビや新聞、雑誌などに定期的に
商品広告を打つといった目立った展開はしていませ
んが、常に戦略をもって情報発信し、マーケットや
時代の流れなどをつかむようにしています。

10月は4つの展示会に
戦略別に出展しました

「情報発信」の大きな柱のひとつが「展示会」への
出展です。
　日東精工は2015年 9月30日㈬から10月2日㈮まで
東京ビッグサイトで開催された「N+（エヌプラス）」
に出展しました。高機能化・高付加価値化に特化し
た「素材」と「技術」の展示会 で、当社ブースで
はファスナー自動車拡販グループが中心となって

「軽量化」「コストダウン」をキーワードに、セルフ
タッピンねじを中心にさまざまな製品を展示したほ
か、ねじ込み試験機による参加型性能試験も行い
ました。

　10月 7日㈬から10月9日㈮までインテックス大阪
での「関西機械要素技術展」では、制御システム本
社販売課がマイクロバブル洗浄装置とねじ検査装置

（シンプルタイプ）を出展。また10月14日㈬から16
日㈮までマリンメッセ福岡で開催された「モノづく
りフェア2015」では、ファスナー事業のねじ製品＋
産機事業のねじ締めロボット＋制御システム事業の
キズミル＆洗浄装置、さらに関係会社・日東公進の
小袋包装機を加えた「ファスニングソリューション
のコラボ」を展開しました。当社ねじ(ギザタイト)
をねじ締めロボットで締めて、高精度ねじ浮き検出

（ねじ＋ビットは特殊仕様、高精度センサ搭載）。締
めたテストピースをねじ締め時に割って（下穴をき
つくして故意に破損）、キズミルで検出。日東公進
の包装機で袋詰めという複合的なデモを行いました。
　そしてまた日本国内だけでなく海外でもエキシビ
ション・見本市にも出展しています。下の写真は今
年10月8日㈭から10日㈯までベトナム、ホーチミン
で開催された「METALEX Vietnam 2015（工作機
械、金属加工ソリューション見本市）」のもの。ア
ジア市場への当社ブランドPRとタイ・インドネシ
アなど近隣諸国と
の横展開を図るも
ので、グローバル
展開を強化する施
策のひとつとして
出展したものです。

NEWS
LETTER

ベトナムで開催された「METALEX」には
1万3777人が来場（主催者発表）。当社、
材木正己社長も視察しました
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情報発信の場で
情報受信のアンテナをはる

　下の写真はいずれも東京ビッグサイト「N+（エ
ヌプラス）」展のものです。実際のエンジンにタッ
プタイトを締め込んで車の軽量化に貢献できること
を訴求したり（写真1 ）、炭素繊維強化プラスチック
に締結した「CFタイト」を
用意して、インサートナット
やめねじ加工が不要で製品の
軽量化やコストダウン、製造
工程の簡素化にも貢献できる

「CFタイト」の優位性を、ひ
と目見ただけでわかる
ようにしました。また
一見同じねじでも重さ
がこれだけ違うという
アルミ製ねじとスティ
ールねじの比較（写真
2 ）は、「この軽さ、テ

●新聞に全面企業広告
　既述したように当社はBtoB（企業
間取引）を主とするものですが、専門
的な人、業界の人だけでなく、幅広い
方に当社のことを知っていただくこと
は「企業価値」を高めることにつなが
り、優れた人財確保にもつながります。
またメディアなどに自社のことが紹介
されることは、社員のロイヤリティを
高めることにもなります。
　写真は9月17
日の産経新聞東
海・北陸版で展
開した全面企業
広告。自動車分
野に注力すると
いう戦略に基づ
き、自動車関連
企業が多いエリアへ当社の潜在力をア
ピールするものでした。

　また、本ニュースレターやプレスリ
リースなども、業界関係や投資家の方
だけでなく、幅広いメディアに配信し
ています。ホームページなどでも情報
発信をしています。

●親しみやすいキャンペーンで
一般ファンを獲得、話題を提供

　当社の人財教育テキストをまとめた
『人生の「ねじ」を巻く77の教え』は、
発売直後ランキング1位を獲得するな
ど話題になり当社への取材依頼も増え
ました。また受験生や就活生向けの
「ねじプレゼントキャンペーン」は
TBSやテレビ朝日など全国ネットのテ
レビで取り上げられました。書籍やプ
レゼントキャンペーンは、直接的な利
益を生み出すものではありませんが、
ふだんあまり接点のない一般消費者の
方、とくに中学生・高校生といった次

の世代に、当社日東精工をアピールす
ることができました。無料でメディア
に取り上げられたものを広告料金換算
すると、昨年度は億の単位になります
が、それ以上に、多くの方から「ねじ
の大切さを見直した」「日東精工のフ
ァンになった」といったメールやお手
紙をいただいたことは、社員の誇りや
活力につながりました。今後もこうい
った話題を提供していく予定です。

●社員ひとり一人がPR要員
　当社の資格制度では社外活動、たと
えば地元の河川清掃活動への参加など
を、しっかり評価するシステムになっ
ています。必ずしも胸に「日東精工」
とゼッケンをつけて行動するものでは
ありませんが、個々の社員の社内外で
の活動が、日東精工の価値を高めてい
ることはいうまでもありません。

ィッシュと同じ」とい
うキャッチコピーがつ
いたパネル展示ととも
に多くの来訪者の方々
にインパクトを与えま
した。
　実際にモノを見ても
らう、手にとってもら
う、丁寧に説明ができ
る こ と が「展 示 会 出
展」のメリットです。また展示会を通して新しい出
会いがあり、そこでのさまざな問い合わせやリクエ
ストが、改良、改善、あるいは発見にもつながりま
す。いわば展示会は「情報発信」の場であり、同時
に「情報受信」のアンテナでもあるのです。
　今後も当社では2015年12月2日㈬から12月4日㈮
まで東京ビッグサイトで開催される「2015洗浄総合
展」（制御システム東京販売課）や2016年1月13日㈬
から15日㈮は「クルマの軽量化技術展」（ 3 事業合
同課）などに出展を予定しています

日東アラムインドネシアは創立30周年を迎えました。

CONTI FASTENERS AG社の品質監査に合格しました。

NITTO’s TOPICS

NAI社での合言葉は、「NAIは家、従業員は皆家族」。現地
従業員のFacebookなどに日本語で「がんばろう！私たち
は家族です。ありがとう家族」と書き込みがあるなど、式
典を終え、従業員全員が喜びに溢れていました。

　当社は、1967年にCONTI FASTENERS AG社か
らTRILOBULAR®（三角形状）ねじ製品とCORFLEX®
熱処理製品の製造及び販売を行うライセンシーとし
て認定されました。以来、48年間TRILOBULAR®
ねじ製品をつくり続け、
時代のニーズに合わせ
てラミタイト®、エンプラ
タイト®、アルミタイト®、
Ｍタイト®、アプスロック®
などの改良品を生み出
して来ました。
　CONTI FASTENERS 
AG社の品質監査に合格
したことは、長年の当社

技術の研鑽が認められた証でもあります。今回の認
定を励みに、今後も生販一体となってお客様により
良い製品をご提供できるよう、邁進してまいりたい
と存じます。

アメリカでの監査合格証授与式。
左は大田直樹取締役ファスナー事業部長

TRILOBULAR®
ねじ製品監査合格証

CORFLEX®
熱処理製品監査合格証

　日東アラムインドネシア（NAI社）は1985年の創
立以来、タップタイトねじや座金組込みねじなど工
業用ファスナーを製造販売する、日東精工の子会社
です。圧造・転造機をはじめ、熱処理、めっき、検
査装置まで社内一貫生産を行い、月産２億本の生産
能力を誇ります。この度、創立30周年を迎え、９月
11日に記念式典を開催しました。同社役員・幹部・
従業員のほか、日本から材木正己代表取締役社長ら
が出席し30年の節目を祝いました。設立当時は従業
員30人、ねじ製造設備15台からスタートしたNAI社

は、日系を中心とした100社を超えるお客様にご愛
顧いただき、現在は従業員240人、ねじ製造設備
200台を超えるまでに成長しています。今後も良い
製品を通じて今までに以上にお客様に尽くしていく
とともに、日本とインドネシアの友好と発展にも寄
与していきます。

日東精工マスコットキャ
ラクター「ねじっとくん」
のデザインは、NAI社のプ
ラスさん（左）が日本へイ
ンターンシップ中にデザ
イン画を色鉛筆で制作し、
それをデジタル画像化し
たもの。デザインを手が
けたプラスさんの栄誉を
称え、材木社長から記念
品が授与されました。

写真2

写真1

こんな形でも「情報発信」しています
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新 ・ 人 生 の ね じ を 巻 く 教 え ⓫

発行：日東精工株式会社企画室 ☎0773-42-3739  http://www.nittoseiko.co.jp/

「
わ
か
ら
な
い
、
知
り
ま
せ
ん
」
で
済
ま
さ
な
い

問
題
解
決
型
の
人
間
に
な
ろ
う
！

織
物
技
術
を
も
つ
漢あ

や

部べ

氏
一
族
が
ル
ー
ツ
、

グ
ン
ゼ
創
業
で
、

蚕
都
と
し
て
活
況
を
も
た
ら
す

　

今
年
の
就
職
事
情
は
解
禁
日
の
変
更

で
就
活
生
だ
け
で
な
く
、
会
社
サ
イ
ド

も
対
応
に
困
惑
し
た
と
こ
ろ
が
少
な
く

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
な
か

「
言
わ
れ
た
こ
と
を
黙
々
と
こ
な
す
」

だ
け
で
な
く
「
問
題
解
決
の
で
き
る
」

人
財
を
選
ぼ
う
と
す
る
企
業
が
増
え
て

い
ま
す
。
最
近
流
行
の
就
職
問
題
を
一

問
紹
介
し
ま
す
。
頭
の
体
操
と
し
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
問
題
「
今
、
う
ち
の
街
に
ピ
ア
ノ
調

　

律
師
は
何
人
い
る
で
し
ょ
う
か
？
」

　

そ
の
「
知
識
」
が
な
け
れ
ば
正
確
な

解
答
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
こ
こ
で

「
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
安
易
に
投
げ
出

す
の
で
は
な
く
、
こ
の
問
題
に
ど
う
取

り
組
む
か
が
評
価
さ
れ
る
の
で
す
。

　

ま
ず
街
の
世
帯
数
に
見
当
を
つ
け
、

ピ
ア
ノ
の
あ
る
家
の
割
合
を
仮
定
。
年

に
一
度
の
調
律
を
基
本
と
す
れ
ば
、
何

人
の
調
律
師
が
必
要
か
と
い
う
よ
う
に

問
題
を
分
解
し
単
純
化
し
て
い
く
と
、

答
え
に
近
づ
き
ま
す
。
京
都
市
の
場
合
、

約
70
万
世
帯
、
ピ
ア
ノ
所
有
を
10
軒
に

2
軒
と
仮
定
す
る
と
、
ピ
ア
ノ
の
数
は

14
万
台
。
調
律
師
ひ
と
り
で
1
日
２
台
、

年
３
０
０
日
稼
働
し
た
と
し
て
６
０
０

台
、
14
万
を
６
０
０
で
割
り
算
す
る
と

２
３
３
と
な
り
ま
す
。

「
世
帯
数
70
万
、
ピ
ア
ノ
普
及
率
20
％
、

1
日
に
ひ
と
り
が
ピ
ア
ノ
２
台
を
調
律

す
る
と
仮
定
す
る
と
、
２
０
０
～
２
５

０
人
が
働
い
て
い
る
の
で
は
？
」

　

こ
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
れ
ば
上
出
来

（
ち
な
み
に
調
律
師
協
会
に
問
い
合
わ

せ
し
た
と
こ
ろ
、
京
都
市
で
は
約
２
０

０
人
が
調
律
師
登
録
を
し
て
い
ま
す
）。

　

こ
の
調
律
師
問
題
は
あ
く
ま
で
一
例

で
、
業
種
に
よ
り
問
題
の
職
種
を
変
え

る
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、要
は
、は
じ

め
か
ら
あ
き
ら
め
た
り
投
げ
た
り
せ
ず

に
、
問
題
解
決
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
着

眼
や
ス
タ
ン
ス
を
見
よ
う
と
し
て
い
る

も
の
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
や
製
品
開
発
の

場
で
立
ち
は
だ
か
る
問
題
は
、
さ
ら
に

複
雑
な
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。
た
だ

言
わ
れ
た
こ
と
や
、
決
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
馴
れ
や
惰
性
だ
け
で
こ
な
す
の

を
良
し
と
せ
ず
、仕
事
を
洗
い
直
し
、問

題
を
見
つ
け
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
も
う
ひ
と
工
夫
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
蒲
田
春
樹
）

　

日
東
精
工
本
社
の
あ
る
綾
部
市
は
、

古
代
に
、
す
ぐ
れ
た
織
物
技
術
を
も
つ

漢あ
や

部べ

氏
一
族
が
当
地
を
支
配
し
た
か
ら

こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
、
古
く
か

ら
養
蚕
が
盛
ん
な
町
で
し
た
。

　

明
治
29
年
に
は
世
界
的
繊
維
メ
ー
カ

ー
「
郡グ

ン

是ゼ

」
が
こ
の
綾
部
で
創
業
、「
蚕

都
綾
部
」
の
活
況
を
も
た
ら
し
ま
す
。

今
は
グ
ン
ゼ
記
念
館
（
旧
社
屋
）
や
本

社
工
場
門
が
近
代
製
糸
産
業
を
支
え
た

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
整
備
・
保
存
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
26
年
5
月
に
は

バ
ラ
園
や
特
産
館
な
ど
を
併
設
し
た

「
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
」
が
新
た

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。

ま
た
繊
維
産
業
の
発
展
と
と
も
に
栄
え

た
市
街
地
に
は
、
今
も
老
舗
の
料
理
旅

館
や
和
菓
子
店
が
多
数
あ
り
、
町
屋
を

改
装
し
た
カ
フ
ェ
や
食
事
処
も
街
並
み

に
趣
を
添
え
て
い
る
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
グ
ン
ゼ
創
業
者
の
波
多
野

鶴
吉
氏
は
一
企
業
の
創
業
者
、
経
営
者

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
教
育
に
も
力
を

入
れ
、
そ
れ
ま
で
「
生
死
業
」
と
ま
で

い
わ
れ
た
製
糸
業
の
体
質
改
善
を
実
施
。

郡
是
を
「
表
か
ら
見
れ
ば
工
場
、
裏
か

ら
見
れ
ば
学
校
」
と
し
た
人
物
で
す
。

綾
部
市
で
は
こ
の
波
多
野
さ
ん
を
主
人

公
に
し
た
ド
ラ
マ
化
を
目
指
し
て
お
り
、

当
社
日
東
精
工
も
、
モ
ノ
づ
く
り
、
人

づ
く
り
の
町
、
綾
部
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て

い
ま
す
。

※
日
東
精
工
「
我
ら
の
信
条
」
は
昭
和
37
年
、

創
業
25
周
年
に
当
た
り
、当
時
の
役
員
の
発

意
に
よ
り
、
そ
の
理
念
と
す
る
と
こ
ろ
を
グ

ン
ゼ
誠
修
学
院
、
山
崎
隆
先
生
に
ま
と
め
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
グ
ン
ゼ
と
当
社
の

深
い
ご
縁
を
表
す
一
例
で
す
。

ね じ の あ る 街  ・ あ や べ の 魅 力

グンゼ記念館は経済産業省「近代化産業遺産」に認定さ
れています。年末年始ならびにお盆を除く毎週金曜日に
開館、入館料無料。Ⓒ一般社団法人綾部市観光協会


